
一般社団法人 日本病院会会長殿

薬食監麻発 0426第 1号
平成 25年 4月 26日

厚生労働省医薬食品局監視指導・麻薬対策課長

( 公 印 省 略 )

麻薬、麻薬原料植物、向精神薬及び麻薬向精神薬原料を指定する

政令の一部を改正する政令の施行について(通知)

平成 25年4月 26日政令第 128号をもって、麻薬、麻薬原料植物、向精神薬

及び麻薬向精神薬原料を指定する政令(平成2年政令第 238号)が改正され、

今般、その施行について、各都道府県知事、各保健所設置市長及び各特別区長

宛て別添写しのとおり通知したので、内容を御了知の上、関係各機関に周知さ

れるようお願いします。
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薬食発 0426第 1号

平成 25年 4月 26日

都道府県知事

各| 保健所設置市長 |殿

特別区長

厚生労働省医薬食品局長

( 公 印 省 略 )

麻薬、麻薬原料植物、向精神薬及び麻薬向精神薬原料を指定する

政令の一部を改正する政令の施行について(通知)

平成 25年4月 26日政令第 128号をもって、麻薬、麻薬原料植物、向精神薬

及び麻薬向精神薬原料を指定する政令(平成2年政令第 238号。以下「指定政

令Jという。)が、別添のとおり一部改正されたので、下記事項について御了

知の上、関係各方面に対する周知徹底及び適切な指導方御配慮願いたい。

記

第 1 改正要旨

1 改正の概要

次に掲げる物質については、麻薬と同種の有害作用及び麻薬と同種の濫

用のおそれが確認されたことから、これらを新たに麻薬として指定するた

め、指定政令を改正したものである。

①[  1ー (5ーフルオロペンチル)ー 1Hーインドール-3ーイル]

(ナフタレンー 1ーイル)メタノン

②[  1ー (5ーフルオ口ペンチル) - 1 Hーインドールー 3ーイル]

(4ーメチjレナフタレン-1ーイル)メタノン

2 改正の内容

次の物質を麻薬に指定したこと。(指定政令第一条関係)

①[  1ー (5ーフルオロペンチル)ー 1Hーインドールー 3ーイル]

(ナフタレンー 1ーイル)メタノン及びその塩類

②[  1ー (5ーフルオロペンチル) - 1 Hーインドールー 3ーイル]

(4ーメチルナフタレンー 1ーイル)メタノン及びその塩類

3 施行期日

公布の日(平成 25年4月 26日)から起算して 30日を経過した日(平

成 25年5月 26日)から施行するものであること。



第2 改正政令の施行に当たっての留意事項

① 研究者及びその他の者が業務又は研究のため、今般麻薬に指定される物

質(以下「麻薬指定物質」という。)を継続して取り扱う場合には、指定

政令の一部を改正する政令の施行日以降、麻薬及び向精神薬取締法(昭和

28年法律第 14号。以下「麻向法j という。)による規制を受けることと

なることから、当該施行日までにあらかじめ麻薬研究者等の免許取得等必

要な手続を行わせるとともに、記録、保管、届出等の規制事項について指

導し、管理不備に起因する事故が発生しないよう指導されたいこと。

② 既に麻薬研究者等の免許を取得している者が、麻薬指定物質を取り扱う

場合についても、①と同様に記録、保管、届出等規制事項について指導

し、管理不備に起因する事故が発生しないよう指導されたいこと。

③ ①及び②について、麻向法第 49条等の規定に基づく麻薬研究者等の届

出書に記載する期初在庫数量については、施行日(平成 25年5月 26日)

現在の在庫数量を記載するよう指導されたいこと。

④ 研究者及びその他の者が所有している麻薬指定物質のうち、今後必要と

しないものについては、指定政令の一部を改正する政令の施行日前であれ

ば廃棄するよう指導し、施行日以後であれば所有権を放棄するよう指導さ

れたいこと。また、麻薬指定物質を廃棄するときは、焼却等当該物質を回

収することが困難となるような方法で行うよう指導されたいこと。なお、

施行日以降に発見した場合は、所定の調査を行い、状況に応じた措置をと

られたいこと。

第3 物質の構造式等

①化学名: [1 - (5ーフルオロペンチル) -1 H一インドール-3ーイ

jレ] (ナフタレン-1ーイル)メタノン

通称 :AM2201

構造:

F 



②化学名: [1一 (5ーフルオロペンチル) -1 H一インドール-3ーイ

ル] (4ーメチルナフタレン-1ーイル)メタノン

通称 :MAM-2201

構 造:

F 
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全
の
監
理
(
計
画
的
な
森
林
の
整
備
及
び
保
全
を
目
的
と

し
て
、
林
業
に
関
す
る
技
術
に
つ
い
て
の
知
見
を
活
用
し

て
そ
の
金
画
及
び
立
案
並
び
に
実
施
文
は
実
施
の
指
導
を

行
う
こ
と
を
い
う
。
次
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て

同
じ
。
ど
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

3

第
一
項
の
規
定
は
、
第
八
十
九
条
第
二
号
の
区
分
の

試
験
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

項
第
一
号
中
「
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
と

あ
る
の
は
「
ハ
」
と
、
「
二
年
」
と
あ
る
の
は
「
五
年
」

と
、
同
項
第
二
号
中
「
四
年
」
と
あ
る
の
は
「
七
年
以

上
に
達
し
、
か
っ
、
同
号
ハ
に
掲
げ
る
職
務
に
従
事
し

た
期
聞
を
通
算
し
た
期
間
が
五
年
」
と
、
同
項
第
三
号

中
「
六
年
」
と
あ
る
の
は
「
九
年
以
上
に
達
し
、
か
っ
、

同
号
ハ
に
掲
げ
る
職
務
に
従
事
し
た
期
間
在
通
算
し
た

期
間
が
五
年
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
十
年
」
と
あ
る

の
は
「
十
一
年
以
上
に
達
し
、
か
っ
、
同
号
ハ
に
掲
げ

る
職
務
に
従
事
し
た
期
聞
を
通
算
し
た
期
間
が
五
年
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
十
二
条
第
一
項
中
「
者
は
」
の
下
に
寸
前
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
文

は
指
導
に
従
事
し
た
者
は
」
を
「
若
し
く
は
指
導
文
は
森

林
の
整
備
及
び
保
全
の
監
理
に
従
事
し
た
者
は
、
前
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
」
に
、
「
試
験
研
究
、
教
育
、
普

及
文
は
指
導
」
を
「
ζ
れ
ら
の
職
務
」
に
、
同
条
第
三
項

中
「
又
は
指
導
」
を
「
若
し
く
は
指
導
又
は
森
林
の
整
備

及
び
保
全
の
監
理
」
に
改
め
る
。

第
九
十
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
九
十
一
条
第
一
項

各
号
」
の
下
に
「
(
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

も
含
む
。
)
」
を
加
え
る
。

附

則

(
施
行
期
日
)

第
一
条
乙
の
省
令
は
、
公
布
の
白
か
ら
施
行
す
る
。

(
森
林
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部

改
正
)

第
二
条
森
林
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
平
成
十
七
年
農
林
水
産
省
令
第
五
号
)
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
中
「
森
林
法
施
行
規
則
第
九
十
一
条
第

一
項
」
を
「
森
林
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
(
平
成
二
十
五
年
農
林
水
産
省
令
第
三
十
二
号
)
に

よ
る
改
正
後
の
森
林
法
施
行
規
則
(
以
下
と
の
条
に
お

い
て
「
平
成
二
十
五
年
改
正
令
」
と
い
う
。
)
第
九
十
一

条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
に
、
「
当
該
試
験
」
を
「
森
林

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
森
林
法

第
百
八
十
七
条
第
三
項
の
林
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験

(
以
下
乙
の
条
に
お
い
て
「
試
験
」
と
い
う
。
)
」
に
改

め
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
掲
げ
る
職
務
に
従
事
し
た
期
間
在
通
算
し
た
期
間
が

二
年
以
上
に
達
す
る
と
き
は
、
森
林
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
森
林
法
第
百
八
十
七
条
第

三
項
の
林
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験
E

一
を
「
次
の
各
号

に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
を
満

た
す
と
き
は
、
試
験
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を

加
え
る
。

一
平
成
二
十
五
年
改
正
令
第
八
十
九
条
第
一
号
の

区
分
の
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
平
成
二

十
五
年
改
正
令
第
九
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か

ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
職
務
に
従
事
し

た
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ

と。
二
平
成
二
十
五
年
改
正
令
第
八
十
九
条
第
二
号
の

区
分
の
試
験
老
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
平
成
二

十
五
年
改
正
令
第
九
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に

掲
げ
る
職
務
に
従
事
し
た
期
聞
を
通
算
し
た
期
間

が
五
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。


